
【技術分類】３－１－３ 製造／調合／産業用 

【技術名称】３－１－３－１ 保安用 

 

【技術内容】 

 都市ガスやプロパンガスに予め特殊な匂いを持つ付臭剤（ガスオドラント）を添加することが、ガ

スもれの早期発見を容易にし、中毒や爆発事故を未然に防ぐために、広く実施されている。 

 都市ガス用オドラントは従来、テトラヒドロチオフェン（THT）単独で使用することが多かったが、

最近では t-ブチルメルカプタン（TBM）-ジメチルサルファイド（DMS）の混合タイプが主流になって

いる。LPG では、ボンベに充填されて使用されることが多いのでプロパンガスの蒸発と同時に揮発す

ることが必要であり、比較的蒸気圧の高い低級メルカプタンやサルファイド類が使用される。また臭

気の改質、LPG とガスオドラントとの共沸現象を目的としてハイドロカーボンやエステル類とのブレ

ンド品が使用されている。 

 また、最近では LNG を利用した燃料電池が実用化されているが、触媒の失活を防ぐため非イオウ系

のガスオドラント（5-エチリデンノルボルネンと 2-アルキル-3-アルコキシピラジンの混合付臭剤）

が開発されている。 

 

【図表 1】 

ガスオドラントの組成 

 

出典：「燃料ガス用着臭剤及びその関連技術について」、香料 No. 146 1985 年 6 月、小田山秀樹著、

日本香料協会発行、55 頁 表-2 

 

【応用分野】 

 保安用。ガスオドラントは液体注入方式や蒸発付臭方式（図表 2）でガスに混合され都市ガス、LPG、

LNG として供給される。 
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【図表 2】 

 

出典：「暮らしの中のニオイ ガスオドラント」、Foods & Food Ingredients Journal of Japan No. 177 

1998 年、川﨑清光、飯野伸一著、FFI ジャーナル編集委員会発行、62 頁 図７ 簡易付臭装置 

 

【図表 2 の説明】ガスオドラントの気相部分を蒸気圧をドライビングソースとしてガス流に混合させ

る。 

 

【出典／参考資料】 

「燃料ガス用着臭剤及びその関連技術について」、香料 No. 146 1985 年 6 月、小田山秀樹著、日本

香料協会発行、53－61 頁 

「暮らしの中のニオイ ガスオドラント」、Foods & Food Ingredients Journal of Japan No. 177 

1998 年、川﨑清光、飯野伸一著、FFI ジャーナル編集委員会発行、57－63 頁 

「ガス付臭剤・消臭剤および昆虫誘引物質」、香料 No. 86 1967 年、原明著、日本香料協会発行、

227－237 頁 

最新 香料の事典 2000 年 5 月 10 日、荒井綜一、小林彰夫、矢島泉、川崎通昭著、株式会社朝倉書

店発行、556－561 頁 

特許庁公報 周知・慣用技術集（香料）第Ⅱ部 食品用香料 2000 年 1 月 14 日、日本国特許庁発行、

1158 頁 
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【技術分類】３－１－３ 製造／調合／産業用 
【技術名称】３－１－３－２ 飼料用 

 

【技術内容】 

 飼料用フレーバーとしては家畜用、家禽用、水産用、昆虫用、ペット用などがあり、それらの形態

は油溶性液状型と粉末型があり、油溶性液状型は飼料の匂い立ちを強める目的で使用される。粉末型

は溶液状香料をベースに基剤（脱脂大豆粕、アラビアガム、デキストリン、セルロースなど）に吸着

させたもの、香料を保護コロイド物質でエマルジョンとし、スプレイドライヤーで乾燥したものがあ

り、前者はマッシュ状の飼料に、後者は揮散しにくいことから、ペレット状の飼料に使用される。こ

の場合に、熱によりフレーバーが揮散することがあるため造粒後に液状フレーバーをスプレー添加す

る方法もおこなわれている。 

 養豚飼料用（子豚）にはミルクフレーバーが使用され、フルーツ風味をもったミルク、コンデンス

ミルク、バター風味をもったミルクなどがある。養牛(子牛)用では糖蜜にかわる嗜好性の高いフレー

バーが求められ、ミルク系やシュガー系が良いといわれている。犬用ではドライタイプフードではバ

ターフレーバーが、ウエットタイプフードではビーフフレーバーが好まれる。猫用では犬同様ミート

系が主流であるが、味覚の鋭敏な動物であることから多種の製品がある。養魚用ではコスト削減から

魚粉の配合割合を減らす傾向にあり、摂餌促進のためアジエキス、オキアミエキス、アサリエキス等

が使用されている。 

 飼料添加物は「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律」において定められており、全て

の飼料フレーバーはこの法律に基づいて調整される。 

 調合には単体香料あるいは香辛料の効果に関する知見が欠かせない。図表 1、2 にその例を示す。 

 

【図表 1】 

ネコの摂餌に及ぼす香料の影響 

 

出典：「ハエ・ネコ・サカナ」、香料 No. 81 1966 年、竹井誠著、日本香料協会発行、30 頁 表 3 ネ
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コの摂餌に及ぼす香料の影響 

 

【図表 1 の説明】アジ肉を土台として、これに各種の香料を加えて缶詰をつくり、子猫に食べさせて

摂取率を比較した。その結果、全般に摂取量の増加は認められなかったが、ムスク臭のものはよく食

べられた。 

 

【図表 2】 

ドジョウ、ブリとクロアワビに対する香辛料の誘引効果 

 
出典：「水産動物に対する陸産植物中の摂餌誘引物質 "匂い物質"を求めて―」、香料 No. 190 1996

年 6 月、原田勝彦著、日本香料協会発行、77 頁 表 4 ドジョウ、ブリとクロアワビに対する香辛料

の誘引効果 

 

【図表 2 の説明】香辛料をガーゼにしみこませ、平流型試験水槽を用いて誘引効果を判定した。ドジ

ョウではキャラウエイ、ブリでクミン、クロアワビでマジョラムで特に強い誘引効果を示した。 

 

【応用分野】 

 飼料 

 

【出典／参考資料】 

特許庁公報 周知・慣用技術集（香料）第Ⅱ部 食品用香料 2000 年 1 月 14 日、日本国特許庁発行、
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1145－1157 頁 

「ガス付臭剤・消臭剤および昆虫誘引物質」、香料 No. 86 1967 年、原明著、日本香料協会発行、

227－237 頁 

「ハエ・ネコ・サカナ」、香料 No. 81 1966 年、竹井誠著、日本香料協会発行、27－31 頁 

「水産動物に対する陸産植物中の摂餌誘引物質 "匂い物質"を求めて―」、香料 No. 190 1996 年 6

月、原田勝彦著、日本香料協会発行、73－80 頁 

最新 香料の事典 2000 年 5 月 10 日、荒井綜一、小林彰夫、矢島泉、川崎通昭著、株式会社朝倉書

店発行、547－555 頁 

「飼料」、香料 No. 170 1991 年 6 月、石川雅司、牟田秀都著、日本香料協会発行、227－235 頁 

「飼料用香料この 10 年」、香料 No. 194 1997 年 6 月、牟田秀都著、日本香料協会発行、191－193

頁 

「飼料と香料」、香料 No. 100 1971 年 10 月、沢弘之著、日本香料協会発行、71－75 頁 

「"匂い"と魚の行動」、香料 No. 116 1976 年 10 月、伊奈和夫著、日本香料協会発行、25－30 頁 
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【技術分類】３－１－３ 製造／調合／産業用 
【技術名称】３－１－３－３ 医療用 

 

【技術内容】 

 医薬品添加物としてのフレーバーは矯味剤、着香の目的で、主に液状薬剤，X 線造影剤、吸入用ワ

クチンなどに使用されるほか、糖衣錠などに使用される。 

 留意点としては、医薬品添加剤は日本薬局方などに記載された明確な医薬品である場合はもとより、

医薬品の不可欠な成分として利用される場合にも医薬品として、品質、有効性、安全性に関して具備

すべき要件を備えていなければならない。また、有効成分との相互作用についても知見を得ておく必

要がある。 

 アメリカの 200 種のフレーバリングされた医薬品を調査（1957）した結果では、フレーバーとして

はチョコレート、チェリー、ハッカ、オレンジ、ラズベリーが 93%を占めていた。また、チョコレー

トフレーバリングされているものは抗ヒスタミン剤、消化剤、小児専門薬、下剤、抗生物質、制酸剤

など多数にのぼる。 

 また、近年メディカル・アロマセラピーが注目され精油を中心とした香料が使用されている。 

 小児用薬剤では香りが味とともに重要な要素となる。薬剤特有のにおいや味などが特に乳幼児の内

服に影響を与える場合もあり、製薬企業では香りについても検討している。耳鼻咽喉科ではシロップ

剤、ドライシロップ、細粒が多く用いられ、抗生物質、抗アレルギー剤などに香りが利用されている。

オレンジ、イチゴ、バナナ、レモン、ピーチ、ラズベリー、フルーツミックス、ヨーグルト、パイナ

ップル、バニラ、カスタードなどの香りが用いられている。 

また、メディカル・アロマテラピーの適用する疾患や症状として、風邪、気管支喘息などの呼吸器

疾患、花粉症などのアレルギー疾患、アトピー性皮膚炎、その他接触性皮膚炎などの皮膚疾患、月経

困難症、更年期障害などの婦人科疾患、心身症、不眠症などの精神疾患、高血圧、糖尿病などの生活

習慣病、肩こり、腰痛、関節痛などの疼痛を伴う疾患、リズム障害、胃腸障害など多くのものがある。 

 

それら疾患や症状に対する香料の処方例を図表 1 に示す。 

 

【図表 1】 

マッサージに使用する精油処方 

 
出典：においと医学・行動遺伝 2004 年 2 月 27 日、和田昌士、山崎邦郎著、有限会社フレグランス

ジャーナル社発行、150 頁 表 7 マッサージブースでの使用精油を選択する根拠 

 

【応用分野】 

 医療。使用例を図表 2 に示す。 
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【図表 2】 

吸入生ワクチンの接種法 

 

出典：「吸入生ワクチンに香料を加える試み」、香料 No. 78 1965 年、中村観善、荒木紀代子著、日

本香料協会発行、33 頁 図 1 吸入生ワクチンの接種法 

 

【図表 2 の説明】インフルエンザやおたふく風邪の吸入生ワクチンに香料を加えることができるか検

討した。図表 2 に吸入生ワクチンの接種法をしめす。吸入生ワクチンに使用できる香料の特性として

はインフルエンザウイルスやおたふく風邪ウイルスに不活性であること、親水性が強く蒸発しにくい

ものである必要がある。フルーツ系香料を検討した結果、ワニラが要件を満たし優れていた。 

 

【出典／参考資料】 

においと医学・行動遺伝 2004 年 2 月 27 日、和田昌士、山崎邦郎著、有限会社フレグランスジャー

ナル社発行、23－165 頁 

「吸入生ワクチンに香料を加える試み」、香料 No. 78 1965 年、中村観善、荒木紀代子著、日本香

料協会発行、33－35 頁 

香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1472－1474 頁 

最新 香料の事典 2000 年 5 月 10 日、荒井綜一、小林彰夫、矢島泉、川崎通昭著、株式会社朝倉書

店発行、228－232 頁 

「チョコレートの香料」、高砂香料時報 No. 21 1964 年、高砂香料工業株式会社発行、11－15 頁 

特許庁公報 周知・慣用技術集（香料）第Ⅱ部 食品用香料 2000 年 1 月 14 日、日本国特許庁発行、

1142－1144 頁 
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【技術分類】３－１－３ 製造／調合／産業用 
【技術名称】３－１－３－４ たばこ 

 

【技術内容】 

 たばこ香料を大きく分けるとケーシングソースとトップドレッシングに分けられる。日本ではケー

シング用香料を用途別に黄色種たばこ、およびオリエントたばこに使用する第一種香料、バーレー種

たばこに使用する特殊加工香料、中骨に使用する中骨用香料、シートたばこに使用するシートたばこ

用香料に分ける。 

 ケーシングソースはたばこ葉のもっている香喫味特徴を助長し、同時に保湿効果を持たせる。また、

刺激、辛味、いやみなどの抑制、たばこらしさの付与をもたらす。 

 トップドレッシングはケーシングソースで抑え切れなかった刺激や粗さを抑え、開封時のパックア

ロマの付与、喫味のバランスをとり、香喫味のバランスをとる。 

 たばこに使用する香料の原料としては食品香料と同様に安全性を考慮した天然香料、合成香料、調

合香料が用いられる。形態的には呈味部分に関与する天然物のエキストラクトを中心とする水溶性香

料、香気部分に関与する合成香料、天然香料の油溶性香料、粉末香料などがある。具体的にはたばこ

エキス、糖質および糖系のフレーバー、多価アルコール、リコシス(甘草)、ココア･チョコレート、果

汁およびフルーツフレーバー、スパイス類、洋酒系フレーバーなどがある。 

 たばこ用フレーバーの処方例を図表 1、2 に示す。 
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【図表 1】 

たばこ用フレーバーの処方例 

 

出典：香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、340 頁 表 8.45 た

ばこフレーバーの実例 
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【図表 2】 

たばこ用フレーバーの処方例 

 

出典：香りの百科 1989 年 6 月 25 日、日本香料協会著、株式会社朝倉書店発行、112 頁 タバコフレ

ーバー 

 

【図表 2 の説明】カモミルオイル、カスカリラオイルを用いたタバコフレーバーの調合例を示す。カ

スカリラオイルの日本での使用は比較的少ないがアメリカ、ヨーロッパでの使用が多い。  

 

【応用分野】 

 たばこ。処方例を図表 3 に示す。 
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【図表 3】 

米国タバコ（シガレット）原料組成の代表例 

 

出典：「The effect of tobacco ingredients on smoke chemistry. Part I: Flavourings and additives.」、

Food and Chemical Toxicology Vol. 42 No. Suppl. 1 2004 年、Baker, Richard R.、Pereira da 

Silva, Jose R.、Smith, Graham.著、Elsevier B.V.発行、S8 頁 Table4 Level of ingredients on 

tobacco in Experimental Cigarette Series A 

Copyright (2003) with permission from Elsevier 

  

【出典／参考資料】 

香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1471－1472 頁 

香りの百科 1989 年 6 月 25 日、日本香料協会著、株式会社朝倉書店発行 88－89 頁、112－113 頁 

香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、340 頁 

「たばこ」、香料 No. 170 1991 年 6 月、佐々木則嗣著、日本香料協会発行、215－224 頁 

「The effect of tobacco ingredients on smoke chemistry. Part I: Flavourings and additives.」、

Food and Chemical Toxicology Vol. 42 No. Suppl. 1 2004 年、Baker, Richard R.、Pereira da 

Silva, Jose R.、Smith, Graham.著、Elsevier B.V.発行、S3－S37 頁 

最新 香料の事典 2000 年 5 月 10 日、荒井綜一、小林彰夫、矢島泉、川崎通昭著、株式会社朝倉書

店発行、544－546 頁 

特許庁公報 周知・慣用技術集（香料）第Ⅱ部 食品用香料 2000 年 1 月 14 日、日本国特許庁発行、

1075－1125 頁 
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【技術分類】３－１－３ 製造／調合／産業用 
【技術名称】３－１－３－５ その他 

 

【技術内容】 

 インク、皮革、繊維、建材、塗料、溶剤などにも香料は使用される。 

着香したインクを用いて、色などの視覚的な情報と共に、香りなどの嗅覚的な情報を伝達する試み

が知られている。マイクロカプセル化された香料成分を使用することで、物理的にカプセルが破壊さ

れるまで香りを保持することができる。 

繊維製品については 1988 年に香りつきパンティーストッキングが発売されて以来、着物、ネクタイ、

靴下、スカーフ、ハンカチなど多くの製品に香料が使われている。香りの保持と持続方法としては合

成繊維の糸の表面にマイクロカプセル化した香料をバインダーで付着させる方法、ポリエステル繊維

などで高沸点香料をポリエステル溶融物に混入して紡糸し、香り付き糸を製造する方法などがある。 

建材関係では合成樹脂製の畳にイグサの香りをつけるなどの例がある。塗料についてもマイクロカ

プセル化香料が多く使われている。 

 溶剤関係ではゲラニオールなどがエチルアルコールの変性剤として古くから使われている。 

 

【図表 1】 

レザー、ラテックス、ラバー製品用香料の処方例 

 

出典：香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1475 頁 （2）レザ

ー、ラテックス、ラバー製品用香料 

 

【図表 2】 

ロシア皮革用香料の処方例 
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出典：香りの百科 1989 年 6 月 25 日、日本香料協会著、株式会社朝倉書店発行、92 頁 ロシア皮革 

 

【図表 2 の説明】レザーノートの代表的なものとしてロシア皮革の香気の調合処方例を示す。 

 

【図表 3】 

印刷インキ用香料の処方例 

 

出典：香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1476 頁 （3）印刷

インキ用香料 

 

【図表 4】 

繊維・織物用香料の処方例 

 

出典：香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1476 頁 （4）繊維・

織物用香料 
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【図表 5】 

殺虫剤用香料の処方例 

 

出典：香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1476 頁 （5）殺虫

剤用香料 a）、b）、c） 

 

【図表 6】 

防虫剤用香料の処方例 
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出典：香料化学総覧[Ⅱ] 1968 年 1 月 15 日、奥田治著、株式会社廣川書店発行、1477 頁 （7）昆虫

忌避剤用香料 a）、b）、c） 

 

【応用分野】 

 インク、皮革、繊維、建材、塗料、溶剤、殺虫剤、防虫剤など。 
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